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呼吸器に対する加熱式タバコエアロゾルの有害影響：気管支上皮
初代培養細胞を用いた研究

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント：

オーストラリア、パースのCurtin Universityチームの研究論文を紹介します。

健常な11～21歳の人々から鼻腔スワブにより採取された細胞に加熱式タバコ

とシガレット煙を曝露させた研究です。注目すべきは、加熱式タバコでシガレット

と同じ量のニコチンを摂取するためには、2～3倍のエアロゾルを吸い込む必要が

あることです。という事は、たとえ、加熱式タバコエアロゾル中のあれこれの有害物

質濃度がシガレットの10分の1としても、呼吸器に対してはシガレットと同レベル

の障害をもたらす恐れがあると考えられました。
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呼吸器に対する加熱式タバコエアロゾルの有害影響：気管支上皮初代培養
細胞を用いた研究
Landwehr KR, Berry LJ, Catchpole EE, Kicic A, Larcombe AN. The respiratory health 
effects of heated tobacco product aerosols in a primary human airway epithelial cell 
model. Nicotine Tob Res. 2026 Mar 23:ntag062. doi: 10.1093/ntr/ntag062. Epub 
ahead of print. PMID: 41870505.

はじめに:加熱タバコ(HTP)は、シガレットよりも健康影響が少ないと宣伝されている。本
当か？
方法:ヒト気道上皮初代培養細胞(n=9、年齢11～21歳)に対して、アイコス、グロー
、プルームのエアロゾル、清浄気、シガレット煙を1時間曝露。物理化学的特性、細胞
毒性、透過性、遺伝子発現、形態学および炎症メディエーター放出を評価。
結果：シガレットと比べて、HTPエアロゾルの粒子サイズは小さく数は少なかった。プルー
ムとグローの細胞傷害効果は、シガレットよりも高く、上皮バリア機能の低下、気道の透
過性の増加が見られた。発がんに関連する遺伝子発現の擾乱度は、シガレットが最大
、次いでアイコスとプルーム。HTPのがん細胞を抑制する免疫反応は、シガレットよりも低
下していた。
結論:HTPはシガレットのリスクを減らすどころか、新たなリスクをもたらす製品であると考
えられる。 HTP曝露は細胞損傷を引き起こす。またHTPでは1回の一服あたりのニコチ
ン供給量が減るため代償吸煙をもたらすので、有害物質曝露が増加する可能性がある
。したがって、HTPはリスク低減製品とはみなされない。規制監督、明確な公衆衛生上
の警告だけでなく、長期的影響の追跡調査が必要。



気管支上皮厚㎛

粘液細胞面積(アルシャ
ンブルー染色面積)

加熱式タバコは、シガレットなみに、気管支を保護する
粘液細胞を減らす



加熱式タバコのエアロゾルの粒子径は
シガレットの数分の1と、とても小さいので
より末梢気道まで到達し、気管支障害が高まる恐れがある

粒子径㎛

粒
子
数



加熱式タバコエアロゾルのニコチン濃度は

シガレットの半分から3分の1なので

同じ量のニコチン取り込むためには

パフの深さと数が2～3倍となる恐れあり

その結果、有害物質吸引量が激増する可能性がある



加熱式タバコでは、シガレットよりも気管支上皮の透過性が増加す
るので、有害物質が侵入しやすくなる



松崎的結論

加熱式タバコエアロゾル中の

あれこれの有害物質濃度が

シガレットの10分の1としても、

呼吸器に対しては

シガレットと同レベルの障害をもたらす恐れがあると考えられる
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